







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































行なわれた 23．8 21．8 26．0 27．9 30．3
行なわれていないが、今後行なわれる予定だ ＆5 13．7 15．6 17．0 130
わからない 32．8 36．9 33．2 31．1 33．4











行なわれた 31．6 29．2 29．4 27．9 32．0
行なわれていないが、今後行なわれる予定だ 13．4 12．0 12．9 13．1 14．5
わからない 30．6 34．1 33．2 33．9 30．7
























かなり不安を感じている 22．8 22．8 23．3 20．4 22．9
少し不安を感じている 48．5 46．7 47．3 48．1 481
あまり不安を感じていない 16．1 18．2 16．4 19．1 16．1









かなり不安を感じている 23．6 26．9 26．2 27．9
少し不安を感じている 45．9 47．2 46．9 44．7
あまり不安を感じていない 16．8 15．2 13．6 12．9

















かなり不安を感じている 26．6 25．6 24．7 23．0 25．6
少し不安を感じている 50．4 49．1 50．0 49．3 49．5
あまり不安を感じていない 14．6 17．9 16．0 18．7 15．4









かなり不安を感じている 27．0 30．2 28．8 N．A．
少し不安を感じている 49．6 49．3 48．5 N．A．
あまり不安を感じていない 15．3 12．8 12．9 N．A．























H12．3 H13．3 H14．3 H15．3
将来の仕事や収入に不安があるから 60．4 63．8 63．6 61．7
今後は年金や社会保険の給付が少なくなるのではないかとの不安から 52．5 58．0 55．3 57．2
不景気やリストラ等による収入の頭打ちや減少から 46．8 42．0 47．5 44．6
将来、増税や社会保障負担の引き上げが行なわれるのではないかとの不安から 36．7 37．9 38．6 40．6
低金利で金利収入が少ないから N．A． N，A． 17．4 18．3
購入した株式や債券等の金融資産が値下がりしたから 3．7 6．2 4．7 8．1
ローンを抱える一方、不動産が値下がりしているから 7．1 6．8 6．7 7．1
欲しい商品やサービスがあまりないから 10．2 8．7 8．3 6．8





調査時点 見通し（注D 現実の中期成長率（注2） 現実一見通し
設用又’　注2
E1　　び’・
86年2月 3．4 4．9 十1．5 3．8
87年1月 2．7 5．4 十2，7 8．2
88年1月 3．2 5．6 十2，4 17．1
89年1月 3．7 4．3 十〇．6 12．3
90年1月 3．8 2．8 一1．0 11．0
91年1月 3．5 1．1 一2．4 0．3
92年1月 3．4 0．6 一2．8 一8．9
93年1月 3．0 1．5 一1．5 一10．5
94年1月 1．7 2．4 十〇．7 一52
95年2月 2．2 2．2 0．0 5．3
96年1月 2．0 0．9 一1，1 7．8
97年1月 1．8 0．2 一1．6 8．2
98年1月 1．4 1．2 一〇．2 一5．3
99年1月 0．8 1．0 0．2 0．7
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